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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月26日(2010.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　架橋性成分および架橋成分を含むコーティング組成物であって、
　（ａ）前記架橋性成分が、少なくとも１つの線状または分岐Ｃ８以上アルキルアクリレ
ートモノマーと少なくとも１つのポリエステル－延長アクリレートモノマーとを含むアク
リルポリオールを含み、そして
　（ｂ）前記架橋成分が、メラミン、アミノプラスト樹脂、ポリイソシアネート、ブロッ
クトポリイソシアネート、またはそれらの組み合わせから選択される群の少なくとも１つ
を含み、かつ、
　前記線状または分岐Ｃ８以上アルキルアクリレートモノマーとポリエステル－延長アク
リレートモノマーとの総重量百分率が少なくとも４０であるコーティング組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載のコーティング組成物によってコートされた物品。
【請求項３】
　プライマー組成物の層、ベースコート組成物の層およびクリアコート組成物の層を基材
上に順次塗布する工程と、加熱することによって塗布層を同時に硬化させる工程とを含む
多層コーティングの形成方法であって、
　前記ベースコート組成物が架橋性成分、架橋成分、有機液体キャリア、および場合によ
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り顔料を含み、
　　ａ）前記架橋性成分が、少なくとも１つの線状または分岐Ｃ８以上アルキルアクリレ
ートモノマーと、少なくとも１つのポリエステル－延長アクリレートモノマーとを含むア
クリルポリオールを含み、そして
　　ｂ）前記架橋成分が、メラミン、アミノプラスト樹脂、アミノ樹脂、ポリイソシアネ
ート、ブロックトポリイソシアネート、またはそれらの組み合わせから選択される群の少
なくとも１つを含み、かつ、
　　前記線状または分岐Ｃ８以上アルキルアクリレートモノマーとポリエステル－延長ア
クリレートモノマーとの総重量百分率が少なくとも４０である方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
　　　　　　　　　　　　　　表４

　以下に本発明の態様を示す。
１．架橋性成分および架橋成分を含むコーティング組成物であって、
　（ａ）前記架橋性成分が、少なくとも１つの線状または分岐Ｃ８以上アルキルアクリレ
ートモノマーと少なくとも１つのポリエステル－延長アクリレートモノマーとを含むアク
リルポリオールを含み、そして
　（ｂ）前記架橋成分が、メラミン、アミノプラスト樹脂、ポリイソシアネート、ブロッ
クトポリイソシアネート、またはそれらの組み合わせから選択される群の少なくとも１つ
を含み、かつ、
　前記線状または分岐Ｃ８以上アルキルアクリレートモノマーとポリエステル－延長アク
リレートモノマーとの総重量百分率が少なくとも４０であるコーティング組成物。
２．前記アクリルポリオールが少なくとも１つのＣ８以上アルキルアクリレートモノマー
を前記アクリルポリオールの１０重量パーセント～６０重量パーセントの量で含む上記１
に記載のコーティング組成物。
３．前記少なくとも１つの線状または分岐Ｃ８以上アクリレートモノマーがオクチルアク
リレート、オクチルメタクリレート、ノニルアクリレート、ノニルメタクリレート、デシ
ルアクリレート、デシルメタクリレート、ウンデシルアクリレート、ウンデシルメタクリ
レート、ドデシルアクリレート、ドデシルメタクリレート、イソデシルアクリレート、イ
ソデシルメタクリレート、イソトリデシルアクリレート、イソトリデシルメタクリレート
、トリデシルアクリレート、トリデシルメタクリレート、トリデシルアクリレート、トリ
デシルメタクリレート、ステアリルアクリレート、およびステアリルメタクリレート、ラ
ウリルアクリレート、ラウリルメタクリレート、またはそれらの組み合わせからなる群か
ら選択される上記１に記載のコーティング組成物。
４．前記架橋成分がメラミンを含む上記１に記載のコーティング組成物。
５．前記アクリルポリオールがスチレン、アルファ－メチルスチレン、Ｃ1～Ｃ10（シク
ロ）アルキルアクリレート、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、フマル酸、または
それらの組み合わせの群から選択される少なくとも１つのモノマーをさらに含む上記１に
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記載のコーティング組成物。
６．前記少なくとも１つのポリエステル延長アクリレートモノマーがヒドロキシアルキル
アクリレートとカプロラクトンとの反応の生成物である上記１に記載のコーティング組成
物。
７．ベースコートまたは光沢のあるトップコートである上記１に記載のコーティング組成
物。
８．上記１に記載のコーティング組成物によってコートされた物品。
９．プライマー組成物の層、ベースコート組成物の層およびクリアコート組成物の層を基
材上に順次塗布する工程と、加熱することによって塗布層を同時に硬化させる工程とを含
む多層コーティングの形成方法であって、
　前記ベースコート組成物が架橋性成分、架橋成分、有機液体キャリア、および場合によ
り顔料を含み、
　　ａ）前記架橋性成分が、少なくとも１つの線状または分岐Ｃ８以上アルキルアクリレ
ートモノマーと、少なくとも１つのポリエステル－延長アクリレートモノマーとを含むア
クリルポリオールを含み、そして
　　ｂ）前記架橋成分が、メラミン、アミノプラスト樹脂、アミノ樹脂、ポリイソシアネ
ート、ブロックトポリイソシアネート、またはそれらの組み合わせから選択される群の少
なくとも１つを含み、かつ、
　　前記線状または分岐Ｃ８以上アルキルアクリレートモノマーとポリエステル－延長ア
クリレートモノマーとの総重量百分率が少なくとも４０である方法。
１０．ベースコート組成物の層の塗布とクリアコート組成物の層の塗布との間にフラッシ
ュ工程をさらに含む上記９に記載の方法。
１１．プライマー組成物の層の塗布とベースコート組成物の層の塗布との間にフラッシュ
工程をさらに含む上記１０に記載の方法。
１２．前記硬化が塗布されたプライマー、ベースコート、およびクリアコート層のそれぞ
れについて一次硬化である上記９に記載の方法。
１３．前記少なくとも１つの線状または分岐Ｃ８以上アクリレートモノマーが前記アクリ
ルポリオールの１０重量パーセント～６０重量パーセントの範囲を占める上記９に記載の
方法。
１４．前記少なくとも１つの線状または分岐Ｃ8以上アクリレートモノマーがオクチルア
クリレート、オクチルメタクリレート、ノニルアクリレート、ノニルメタクリレート、デ
シルアクリレート、デシルメタクリレート、ウンデシルアクリレート、ウンデシルメタク
リレート、ドデシルアクリレート、ドデシルメタクリレート、イソデシルアクリレート、
イソデシルメタクリレート、イソトリデシルアクリレート、イソトリデシルメタクリレー
ト、トリデシルアクリレート、トリデシルメタクリレート、トリデシルアクリレート、ト
リデシルメタクリレート、ステアリルアクリレート、およびステアリルメタクリレート、
ラウリルアクリレート、ラウリルメタクリレート、またはそれらの組み合わせからなる群
から選択される上記９に記載の方法。
１５．前記架橋性成分がメラミンを含む上記９に記載の方法。
１６．前記少なくとも１つのポリエステル延長アクリレートモノマーがヒドロキシアルキ
ルアクリレートとカプロラクトンとの反応の生成物である上記９に記載の方法。
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